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決算審査意見の提出について

地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき審査に付され

た平成２５年度西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算を審

査したので、次のとおりその結果と意見を提出します。
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（注）

１. 文中に用いる金額は、原則として、各計数ごとに万円単位（万円未満は切捨て）

で表示し、本文の各表中の金額は、原則として、円単位で表示している。

なお、比率（％）については、原則として、小数点以下第２位を四捨五入している。

２．各表中で使用した符号の用法は、次のとおりである。

(１) 「０．０」・・・該当数値はあるが、０．０５％未満のもの

(２) 「 － 」・・・該当数値がないもの、算出不能なもの、皆増及び皆減のもの

(３) 「 △ 」・・・負数

※ 本審査を行うに当たり決算審査資料を作成したので、参考に資するため添付した。
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平成２５年度西いぶり広域連合一般会計決算審査意見

第１．審 査 の 対 象

平成２５年度 西いぶり広域連合一般会計歳入歳出決算

第２．審 査 の 期 間

平成２６年７月３１日から平成２６年８月２６日まで

第３．審 査 の 概 要

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に

関する調書及び関係帳簿等に基づき、計数の正確性、収支の適法性を確認し、

予算がその目的にしたがって適正に執行されているかについて審査した。

なお、内容審査に当たっては、提出された関係資料をもとに必要に応じて関

係職員から説明を聴取し、審査の参考に資したほか、財産に関する調書につい

ては公有財産台帳等と照合確認を行った。

また、現金・預金の残高の確認、証書類の検証については、地方自治法第

２３５条の２の規定に基づき、別に例月現金出納検査において実施したので、

その結果を踏まえて審査した。

第４．審査の結果及び意見

一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に

関する調書は関係法令に準拠して調製されており、かつ、決算の計数は正確で

あるとともに、予算の執行についても適正に処理されていると認められた。

今後とも、広域行政需要に対応した効率的な行財政運営の推進に向け一層の

努力を望むものである。

以下、決算審査の概要は次のとおりである。
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１．業 務 実 績

各施設の稼動状況及び運用状況は以下のとおりである。

２．決 算 収 支

一般会計の決算収支の状況は次のとおりである。

単位 25 年 度 24 年 度 増 △ 減

１．ごみ処理施設

 (1) 年間ごみ搬入量 ｔ 51,297.33 51,539.82 △ 242.49
 可燃ごみ ｔ 42,621.55 42,920.45 △ 298.90
 不燃・粗大ごみ ｔ 8,675.78 8,619.37 56.41

２．最終処分場

 (1) ごみ埋立量 ｔ 2,996.70 3,196.84 △ 200.14
 脱塩残渣 ｔ 1,533.05 1,367.46 165.59
 処理不適物等 ｔ 1,463.65 1,829.38 △ 365.73

 (2) 覆土量 ｔ 256 566 △ 310

 (3) 残余容量 ㎥ 993,503 996,399 △ 2,896

３．リサイクルプラザ

 (1) 利用者数 人 7,147 10,692 △ 3,545

 (2) 資源ごみ処理量 ｔ 1,876.14 1,881.72 △ 5.58

 缶類 ｔ 452.68 451.99 0.69

 びん類 ｔ 1,007.40 1,008.87 △ 1.47

 ペットボトル ｔ 416.06 420.86 △ 4.80

４．余熱利用施設

 (1) 利用者数 人 37,454 35,193 2,261

 プール 人 19,549 17,413 2,136

 体育館 人 13,649 13,253 396

 多目的室・研修室・健康情報室 人 343 390 △ 47

 小学校プール授業 人 2,864 2,658 206

 キッズパーク（幼児の遊び場） 人 1,049 1,479 △ 430

５．西いぶりデータセンター

 (1) 業務システム数 － 69 70 △ 1

 住民記録系（住民記録・戸籍ほか） － 11 12 △ 1

 保険福祉系(国保・医療助成ほか） － 24 24 0

 税・納税系（住民税・収納管理ほか） － 11 11 0

 都市建設系（公営住宅） － 5 5 0

 内部管理系 － 12 12 0

 共通系（収納関係） － 4 4 0
 インターネット系 － 2 2 0

施 設 名

円 円 ％ 円 ％ 円 円 円

2,736,912,000 2,671,270,658 97.6 2,669,567,132 97.5 1,703,526 － 1,703,526

予 算 現 額

歳  入  総  額 歳  出  総  額

歳 入 歳 出
差 引 額

実質収支額予算 現額

に対 す る

比 率

予算 現額

に対 す る

比 率
収 入 済 額 支 出 済 額

翌 年 度 へ 繰 り

越 す べき 財源
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歳入総額は２６億７，１２７万円、歳出総額は２６億６，９５６万円で歳入歳

出差引額１７０万円の黒字となっており、翌年度へ繰り越されている。

３．款別歳入状況

収入済額は２６億７，１２７万円で、予算現額２７億３，６９１万円に対して

９７．６％の執行率を示し、調定額に対しては１００％の収入率となっている。

収入済額を前年度（２２億３，２５３万円）と比較すると４億３，８７３万円、

１９．７％の増加となっている。

収入内容は、主として分担金及び負担金２４億３，００６万円、使用料及び手

数料１億３，１０２万円、諸収入５，６１４万円、財産収入５，３０７万円とな

っている。

なお、分担金及び負担金の内容は、室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、

洞爺湖町の関係市町負担金となっている。

４．款別歳出状況

支出済額は２６億６，９５６万円で、予算現額２７億３，６９１万円に対して

９７．５％の執行率となっている。

支出済額を前年度（２２億３，１５７万円）と比較すると４億３，７９８万円、

１９．６％の増加となっている。

支出内容は、主としてごみ処理費１１億３，６１１万円、公債費１０億

５，１７４万円、情報処理費３億５，５７７万円、職員費８，１２５万円となっ

ている。

円 円 円 ％ ％ ％ 円 円

－ 02,736,912,000 2,671,270,658 2,671,270,658 119.7 97.6 100.0

金　　　　　額
24 年 度

に対 す る

比 率

予算 現額

に対 す る

比 率

調 定 額

に対 す る

比 率

予　算　現　額 調　　定　　額

収　　入　　済　　額

不納欠損額 収入未済額

翌年度繰越額

繰越明許費

円 円 ％ ％ 円 円

7,452,0002,736,912,000 2,669,567,132 119.6 97.5

金　　　　　額
24 年 度 に

対 す る 比 率

予 算 現 額 に

対 す る 比 率

59,892,868

予　算　現　額

支　　出　　済　　額

不用額
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不用額５，９８９万円は、主としてごみ処理費の貸付金、情報処理費の備品購

入費及び需用費、公債費の償還金利子及び割引料である。

繰越明許費７４５万円は、福祉システム改修事業が翌年度へ繰り越されたもの

である。

この財源は、未収入特定財源として、分担金及び負担金となっている。

５．財産に関する調書

（１）公有財産

ア．土 地

２５年度末現在の面積は、５５，７５７．８７㎡で、前年度末と同じ面積

となっている。

イ．建 物

２５年度末現在の面積は、１９，６６４．３０㎡で、前年度末と同じ面積

となっている。

（２）物 品

２５年度末現在高は、５６台で、前年度末と比較すると２台の増加となって

いる。

これは、事務用機械類において住民基本台帳ネットワークシステム及び戸籍

副本データ管理システムを取得したことによるものである。
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平 成 ２５ 年 度

決 算 審 査 資 料
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別表１ 歳　　入　　款　　別

区　分

 款　別

１．分 担 金 及 び 負 担 金
２．使 用 料 及 び 手 数 料
３．財 産 収 入
４．繰 越 金
５．諸 収 入

合　　　計

38,517,000

2,430,065,858
131,027,392

1,000

2,736,912,000

53,075,269

金　　額 金　　額

56,142,541

予  算  現  額 調      定      額

円

124,012,000
2,528,554,000

円

959,598

2,671,270,658
45,828,000

別表２ 歳　　出　　款　　別

　　 区　分

　款　別
24 年 度 に

対する比率
％

１．議 会 費 114.9
２．総 務 費 120.8
３．情 報 処 理 費 121.3
４．ご み 処 理 費 149.3
５．土 木 費 101.1
６．公 債 費 99.3
７．職 員 費 115.2
８．予 備 費 －

119.6合　　　計

予 算 現 額              支　出　済　額

金　　額 金　　額

円

2,276,192
1,989,369

円

2,861,000
2,301,000

40,780,000

0

1,055,122,000
82,819,000

682,000
2,736,912,000

40,412,486

373,294,000
1,179,053,000 1,136,110,543

355,773,115

1,051,749,993
81,255,434

2,669,567,132

別表３

区分

予 算 現 額 調　　定　　額 構 成 24 年 度 に 不納欠損額 収入未済額

市町別 比 率 対 す る 比率

円 円 円 ％ ％ 円 円

室 蘭 市 1,527,463,000 1,461,571,842 1,461,571,842 60.2 120.9 － 0

登 別 市 189,261,000 184,596,438 184,596,438 7.6 111.8 － 0

伊 達 市 498,490,000 479,283,163 479,283,163 19.7 125.1 － 0

豊 浦 町 62,362,000 58,621,025 58,621,025 2.4 126.4 － 0

壮 瞥 町 80,585,000 77,996,050 77,996,050 3.2 123.6 － 0

洞 爺 湖 町 170,393,000 167,997,340 167,997,340 6.9 122.4 － 0

合　　計 2,528,554,000 2,430,065,858 2,430,065,858 100.0 121.3 － 0

収　　入　　済　　額

関 係 市 町 負 担 金 収 入 状 況 表

金　　　額
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24 年 度 に

対する比率

予 算 現 額 に

対 す る 比 率

調 定 額 に

対する比率

％ ％ ％ 円 円

121.3 96.1 100.0 － 0
100.2 105.7 100.0 － 0
130.3 137.8 100.0 － 0
90.3 95,959.8 100.0 － 0

102.3 122.5 100.0 － 0
119.7 97.6 100.0 － 0

959,598

131,027,392

円

金　　額
不納欠損額

56,142,541

2,430,065,858

53,075,269

　一 　　　覧　　　表

収　　入　　済　　額
収入未済額

2,671,270,658

　　一       覧       表

予算現額に

対する比率

継 続 費 逓 次

繰 越 額

繰 越 明 許 費

繰 越 額

事 故 繰 越 し

繰 越 額
計

％ 円 円 円 円 円

79.6 － － － － 584,808
86.5 － － － － 311,631
95.3 － 7,452,000 － 7,452,000 10,068,885
96.4 － － － － 42,942,457
99.1 － － － － 367,514
99.7 － － － － 3,372,007
98.1 － － － － 1,563,566

－ － － － － 682,000
97.5 － 7,452,000 － 7,452,000 59,892,868

不 用 額
翌　年　度　繰　越　額

別表4

金　　　額 金　　　額

円 円

1. 報 酬 4,507,035 15. 工 事 請 負 費 35,017,500
2. 給 料 25,543,983 16. 原 材 料 費 199,500
3. 職 員 手 当 等 21,458,116 17. 公 有 財 産 購 入 費 －
4. 共 済 費 9,517,002 18. 備 品 購 入 費 74,126,955
5. 災 害 補 償 費 0 19. 負担金補助及び交付金 21,266,678
6. 恩 給 及 び 退 職 年金 － 20. 扶 助 費 －
7. 賃 金 － 21. 貸 付 金 0
8. 報 償 費 － 22. 補償補填及び賠償金 －
9. 旅 費 1,943,060 23. 償還金利子及び割引料 1,051,749,993

10. 交 際 費 － 24. 投 資 及 び 出 資 金 －
11. 需 用 費 68,457,296 25. 積 立 金 －
12. 役 務 費 15,075,775 26. 寄 附 金 －
13. 委 託 料 1,337,724,445 27. 公 課 費 30,000
14. 使 用 料 及 び 賃 借料 2,949,794 28. 繰 出 金 －

2,669,567,132

歳 出 節 別 一 覧 表

　　　　　  区分
節別

　　　　　  区分
節別

合　　　計


